
 
 

コミュニティ・スクールの成果 4 つの視点で検証を 

 

本年度も学校経営方針「こどもと おとなが つながる学校」の具現を目指して、保護者

や地域住民の皆様に精力的に学校教育活動で御支援をいただいております。ありがとうご

ざいます。 

６年生の「空き地再生プロジェクト」においては、

横須賀のスクランブル交差点の花壇を担当の６年生

と地域の皆さんで整備していただきました。２月に

なりパンジーやキンセンカの草花が、色鮮やかに咲

き誇っています。子供たちが、苗を植え、「地域をよ

りよくしたい」という彼らの思いを根付かせるため

に、地域の皆さんと共に協力して花を育ててきまし

た。その後も、通りがかりの地域の皆さんが、花芽

を摘んだり、除草・水やり等の世話をしたりする光

景を見掛けました。このような何気ない普段着のボ

ランティア活動が息の長い活動につながるのだと信

じています。 

さて、コミュニティ・スクールの制度が、本校に導入されて６年目が終わろうとしてい

ます。本校でも、学校運営協議会での熟議を受け、学校のニーズに応じた様々な学校支援

活動が展開され、教育活動の充実につながっています。コミュニティ・スクール制度導入

６年目の節目にあたり、コミュニティ・スクールの成果について、次の４つの視点で検証

していく必要があります。 

 

① 子供たちにとっては 

地域の多くの人たちとの関わりで、豊かで多様な体験や学びが充実したものになって

いますか。 

② 教職員にとっては 

 地域の皆さんの協力により、教育活動の充実と子供と向き合う時間の確保につながっ

ていますか。 

③ 保護者にとっては 

 学校や地域に対する理解が深まり、地域の中で子供が育てられているという安心感が

持てましたか。 

④ 地域の皆さんにとっては 

 経験を生かすことで、子供や地域に役立っているという充実感が持てましたか。 

 

北浜小学校の教育の更なる充実を目指すためには、学校と家庭、地域の連携や協力は欠

かせません。北浜小学校の子供たちの健やかな成長を願い、保護者や地域住民、教職員の

皆さんが、それぞれの立場で上記の４つの視点で深く関わっていただくことを期待してい

ます。 

北浜小学校運営協議会 会長 熊谷 三郎 
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第４回学校運営協議会が開催されました 
令和８年２月 18 日(水)、第４回の学校運営協

議会を行いました。今年度の自己評価結果や考

察、改善方策について報告し、学校・家庭・地域

の連携をより深めるための振り返りを行いまし

た。委員の皆様からは、子供たちの健やかな成長

を願う温かい御意見を多数いただきました。 

 

〇 情報モラルについて「タブレットを家庭でも活用している一方で、使い過ぎや生活リズ

ムへの影響を心配する声もある。学校での決まりを家庭とも共有し、みんなで正しい使

い方を身に付けていけるといい。」  

〇 交通安全について 「放課後の自転車の乗り方について、地域全体で見守っていきた

い。横断歩道では自転車を降りて押すなど、安全を自分事として考えられるよう、大人

も一緒に声を掛けていけるといい。」 

〇 見守り体制について「地域の皆さんのアンテナを高く持ち、子供たちの些細な変化や頑

張りに気付ける体制を整えることが大切。学校・家庭・地域が双方向で情報を共有し、

相談しやすい雰囲気を作っていけるといい。」 

〇 地域とのつながりについて「『こどもと おとなが つながる学校』という方針のもと、地

域の方との交流が深まっていることを嬉しく思う。今後はさらに、身近な地域のプロの

方々から学ぶ機会を増やすなど、子供たちの社会性を育む工夫を続けてほしい。」 

 

話し合われた内容は、来年度の重点課題である情報モラル教育や、地域全体で子供を見

守る環境づくりに反映させてまいります。令和８年度も、学校教育目標「ひとりとみんな

で輝く子」の育成を目指し、地域と手を取り合った教育活動を推進していきます 。 

 

 

  

 

今年度、北浜小学校の学校運営協議会は大きな節目を迎えます。本校の学校経営方針「こ

どもと おとなが つながる学校」の具現化に向け、６名の委員の皆様には多大なる御尽力

をいただきました。 

中でも、以下の３名の委員が、今期をもって退任されます。これまでの歩みを支えてく

ださった皆様に、心より感謝します。 
 

 

長年の御尽力、ありがとうございました。 

お名前 役職 在任期間 主な功績 

熊谷
くまがい

 三郎
さぶろう

 様 会長 ２期６年 
コミュニティ・スクールの立ち上げから組

織を牽引。地域と学校の「架け橋」として、

揺るぎない土台を築いてくださいました。 

鈴木
す ず き

 澄子
す み こ

 様 
副会長・学校

支援コーディ

ネーター 
１期３年 

学校支援の要望を確認し、多くの方が学校

応援団として関われるように、子供たちと地

域住民をつないでくださいました。 

鈴木
す ず き

 崇之
た か し

 様 
委員(前 PTA

会長) １期３年 
学校の子供たちのために親がどのような役

目を果たせるのか考え、率先して行動されて

いました。 


